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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 
A－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、「バブル崩壊･金融危機･財政破綻のリスクを事前に推定し、これらのリスクに適切に反応

する包括的かつ最適な金融･財政政策を導出する手法の確立」及び「多層的金融ネットワーク･モデルを

構築し、同様の技術により、危機管理の手法の確立」を目的としている。現状の研究成果を見ると、研

究代表者･分担者一人当たり年平均約 1本の査読付き論文を学術誌に掲載しており、研究としては一定

の高い評価を得ていることから順調に進展していると考えられる。ただし、本研究と直接な関係が希薄

なものも含まれていることや、個々の論文は優れている一方で研究組織内の各研究者間の融合が十分

に達成されているとは言い難い面もある。 

 


